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有疾患学生の最大下作業能とトレーニング効果

く研覚目訥)

　両｡･‘1哨！､rF･I｢きれていろ有疾島‘字生がSI寇の＆

l､･11･作1r種梅S11こ対応していこう＆することは瞳

7'･‘､'こ､｀てあj､｡'j、し1･しながら.S.li:の･一毅休

|･=L.･j･|リ･。ね６１Ｆ｣･゛､･生|こ剃する体脅拓禰lj掃めて

｡･4』=lj･7･･:､ljl i:4｡IIIなものであａ｡しｔか、て、

･４で｡｣卯'1.1匈1･'､1､1た･むないのが瑞状である。塞研

j･II･1.U･6.､i::？'1.1出j4背梢導をいか|こ進めていくか

lrついて陥･の２１１ご‘1いて隋肘を加えた。(11有疾

･.i･？･jl･r即･拘1rlla草導き|･て作業静Ｃ鍾大Ｆ)

ぴ･哨噂をll'ろこと、(Z･千葡大学麹●館のji履ほ膏

･:1‘枝内でl-1われた有喫摺学生1r対すａｌ羞的・勧

Q.IJ.1づロ￥弓j-の価ll･lr-1いて知ること。

〔1〕禰撹崩●生の作業龍について

　刻●4j僻疆軸が許司さ酋ている價疾里学生ｌａ

ｙ､である。ｃ年令２ ０．５１１．７４才。励差II9.4

＋1.9Ss、体・ＳＩ．３１１０．ｌＳ細】、波11こ

Ｓ胴ﾀほÅ蝕娶ｉしlj。

　作ｌ峰の働|宦はM･､1.rk罹の自転摩tjしゴメ

ー１－●用い。あ４かじめ、３分闇の・－ugを

1-j9た柵。２段隅各４分闇、計１分闇達綾酋魏を

11･り｡?、各的祠■寺の善半３０Ｓ�の心拍軸を�り

　･91剛こ吻ＳＩＪご祷、作塞価鏑と心狛咎の一次�

11･Qlll細|自鐘●求め、心拍蝕１ ３ ０、１ ５ ０お

よひ１ ７ ａ拍メ勿鴫の作盲誦荷鍬を求めた。この

殖●Ｐ．ｗ．Ｃ１３０、ｌｓｏおよぴ１ ７ ａ仙

l kl､n､/Sn としむ。

　汁匍刻昭細として、一般雫痙３１名１年咆

ｌ ｇ．６１０．ｓ４才、壽盛】ａｓ．４１４．９２・、休

甫５ ９．０４ａ．３ａ細１と週１銘所一学生１１名

１畑喘｜●．Ｓ４１．２０才。身差】６ ７．２１６．１Ｓ

ｓ、は輦ｓ ９．ｓｉＳ．ａ７加ｌの薗定昏行-った。な

お、刻閣創liScll6･.ld.、社観の白転車ェJ1ゴ

ｊ－々－を剛い、３段院各４竹闇肘１２９闇達綾

ａａ陛sこよヽた。●|宣期間ljいづれｌｓ月ヽｓ月

願であ･ヽた。１癩定肺察層lj有疾扇学・剖2 4.5

r･tj､'17111 ･..lt岡･l
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１ ０．５４Ｃ．ｌ鮑辞２ ３．６１０．？９ｔ】

Ｃ結!l･l

　ll E.j葬のＰＷＣ １３ａ、 １５０１･ｉ､よび1711

1111｛kllm/分｝はい･づ才1色Ｓ・能JM.llj71‘4｡nにｰ-

穀学生剖）自･疾唐？11群であり、一殼･7’‘.1･』11と1」

欧･趨学jl=EI鐸閔を醸いyj 、 蝕の�|翻|こflll:な.）r l･､a」

めた、ＩＰく０．００１）

　２ｌｌｌｌこｉすごとく.Ξ辞の誌・当り１･ＷＣ

１３０、ＩＳＯおよぴ１ ７ ０値（kpll､一jﾉlil

も１）と|閥・な騒序であ、たが名群劃のすべてに

有鹿な差を厨めた．（Ｐく･ｎ．０２－０．００１）

　３１ Ξ胴のＰＷＣＩ？０仙｛1pmj分｝剖か|･･1

の幽|こ次の匍あ回●方翰式がえられた．

　有疾廊学生群：ｙ＝１０．１１Ｘ＋１４ Ｓ．０９

　　　　　　　　　（ｙ－０．ＳＩ Ｐく0.011

　一般学生剖：ｙ＝１１．ＤＩＸ十２２Ｓ．２７

　　　　　　　　　（ｒ－０．５２ ｐ＜Ｕ．０１）

　遡勤薦痢鯛学生罰:y－21.77X－5aS､13

　　　　　　　　　　　『r－0.7a j』（.0.01’･

　【釦有痩凰●生に刺す墨有警●餉作畠鐘のトし

　　一二ンダ飴墨

　９ｇの有疾底学佳（績膀i灘、虚一休冒、・J）

障・、ﾄﾞ・骨骨折、糧性ｌ曼、慨管支●息、推Nlj

板へj1こ７、安大牲心痩息．十二指鵬趨臨】を刻

撒|こＬ、週一回の圧凛体育時２５週置のトL･－ニ

ンダ効奎1こついて柚肘Ｌた．トレーこング蝕ａＭ

は4－5ji鴎|ご求めたＰｗＣテストの結順から心

拍翻１３ａ拍ﾉ分鴫の皇荷鶯とし、１回|こ１０分

�（５分�を２回、圃叱２分間休息）を２Ｓ週関

|ごわたってトレーこンク’を17りた．そａ廟、凶2

1ごＳす如く、休●の薗錘|と震･ll･¶をし、その

櫛趨髄荷健を●IEし．年�を通して．心拍数13a

拍/分の儡楠となるよう|ご努めた．

（錨渠）

　ｎ一21ご示す如く、各測定欄で有瀧なｌを一

しｔのlj7月とlaji龍およぴ１２月と１月間で
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の減少であり、これは廠劃ならぴ1こ零朗休暇が旅

IMでjり5｡

　21 ･1月を減嘔として、休●後、学年紡f時の

‘6‘fﾋをλろと。い-jれも･侮鳶な絨少を鮑めなか-1

た｡

、ま､をめ･)

　llll悩|､I､学'1･1の1･i醵鳶的能力が一鐙学生僻|こ比べ

て劣一･ているととは輸疾､幽の幽●はあるとしても、

喫・が擾期|ごわた、たり、すで|ご慢挫化した疾唐

をも-1学生がｎ常での身休迦働を必髪£1上|こ制�

きれろことからくる慢性的身体運鋤不足1こ原因さ

tlていａと･肖･えてよい。しｔかりて、有痩唐孝生

に･と て１．１１ｎｌｎｉｎＳｉとして|ま極めて少ない

.1 j･り.ら,ilる一一IIII.IU分咄，心拍蝕１ ３ ａ

拍ﾉ5jといっ１ｒｌ１１，ｎ９条雌でさえ，作農鮑の

脚!･Iμ3r:哨に必ll･なら山であり，また．休暇撞4こ

.I,･･,jl，;¶I‘1=裳能gμ|･�な低卜･が刹疾恚字生1ご対す

6･|ll,仙)14ず･hl･I●加j･ll.勁ﾔE●･liすものであろう．
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図１有疾息学生の体重１紺一りＰＷＣ１３０、

　　１５０およひ１７０（ｋｐ臨/min/卯）
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図２有疾息学生のＰＷＣ１３０、１５０およひ

　　１７０に及ぽすトレーニング効果




